
「親せき・知人宅」が安全な場所
にあれば、分散避難や感染症対策
の観点から、避難する場所の第１
優先としましょう。安全な場所が
ない場合は、町が開設するお近く
の広域避難場所を記載します。
いざという時のために、避難する
場所はいくつか用意しておきま
しょう。

マイ・タイムライン
記入例

「洪水ハザードマップ（地図）」
を基に、自宅が浸水のおそれがあ
る区域かどうか確認しましょう。
併せて、自宅が家屋倒壊等氾濫想
定区域内に含まれているかどうか
確認しましょう。
また、洪水ハザードマップに記載
されている「浸水継続時間」を基
に、自宅が浸水深50cm以上に達し
てから、その浸水深を下回るまで
の時間を確認しましょう。

平常時の確認事項

STEP 1
浸水想定等記入

STEP 2
広域避難場所記入

自身の家族構成を記入しましょう。
日中の居場所や連絡先、薬等の必
需品などを確認することで、災害
時の避難行動や安否確認を迅速に
行うことができます。
また、子供、高齢の方、障がいを
お持ちの方など、避難支援を必要
とする方がいる場合には、避難支
援者等（親戚や近所の方など）の
協力者を確認しましょう。

STEP 3
家族構成等記入

STEP4・5で確認した内容を基に、
災害時の避難行動をマイ・タイム
ラインに記入しましょう。
また、「行動」リストを活用しま
しょう。「行動」リストには、避
難する際の目安の行動などが書か
れています。

●避難のポイント
・警戒レベル3が発令された場合、高齢
者等は避難を開始し、その他以外の人
も状況に応じて避難の準備をしたり、
避難を開始しましょう。
また、レベル4が発令された場合は全
員避難を開始しましょう。

・非常持出品を持って避難しましょう
例）持病薬、保険証、現金、飲食物 等

（感染症対策：マスク、体温計）

・避難する場所や距離などにより、避難
するタイミングは異なります。
自宅の外に避難する場合は、雨が強く
降る前には避難を開始しましょう。

マイ・タイムラインの作成

STEP 6
災害時避難行動記入

洪水ハザードマップ地図 浸水継続時間

自宅

～12時間

0.5～3.0

旭が丘中学校

寒川 太郎

寒川 愛

寒川 一郎

寒川 二郎

寒川 徹郎

090-***-***

0467-***-***

090-***-***

090-***-***

090-***-***

会社

自宅

○○中学校○○中学校

△△小学校

デイサービス 持病薬 松葉杖が必要

血圧を下げる薬

15分 道路の冠水や倒木等に
注意しながら避難する。

寒川 京子

「自分の命は自分で守る」ためにも、
マイ・タイムラインを活用しよう！！

寒川 裕子
(0467-***-***)

20分 ー

気象情報を確認する
（確認方法：インターネット）

家族の予定を確認する

避難の時の持ち物を確認する

避難の準備を始める
（準備にかかる時間：20分）

避難を始める
（避難に係る時間：15分）

避難完了！

令和3年度5月に「避難情報に関す
るガイドライン」が改定され、避
難指示・避難勧告が「避難指示」
へ一本化されるなど新たな警戒レ
ベルの運用が始まりました。警報
等の内容を調べ、どんな行動をと
るか確認しましょう。

STEP 4
警報等の内容を調査

町から発信される情報や気象情報、
河川の状況に関する情報などの取
得方法を確認しましょう。

STEP 5
災害発生前後の情報
収集

「行動」リスト
はさみなどで
切り取り、こ
の欄に貼り付
けることで、
マイ・タイム
ラインを簡単
に作ることが
できます。
（リストを使
わず、表に直
接書き込んで
いただいても
かまいませ
ん。）

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保

※「避難情報に関するガイドライン」改定に伴い、避難情報を修正しています。


